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１．はじめに 



























は 1998 年以来作成委員を務めている。 
 活断層の分布や性状を知るための基礎資料として、「日本の活断層−分布図と資料」（活断層研究会
編、1980、東京大学出版会）やそれを大幅に改訂した「新編日本の活断層−分布図と資料」（活断層





この基図は縮尺 5 万分の 1 の地形図であり、また地形分類も示されているため、防災面や学術的な
































か，2000，月刊地球）、2004 年新潟県中越地震（Kim and Okada，2006，EPS）、2008 年岩手・宮城
内陸地震（堤ほか，2010，地学雑誌）、海外では 2005 年カシミール地震（Kaneda et al．， 2009，BSSA；
Kondo et al．，2009，Geology）などの地震断層の調査が行われた。2005 年カシミール地震の場合は、
震源域周辺の治安が良くないこともあり、系統的な調査を行ったのは我々の日本−パキスタン合同
調査チームだけであり、ヒマラヤ前縁の地震テクトニクスを理解する上での貴重なデータとなって
いる。2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震に誘発されて、4 月 11 日に福島県いわき市でM7












写真１ 2011 年 4 月 11 日の福島県浜通りの地震（M7）で、いわき市田人町塩ノ平に出現した正断
層型の地震断層。南を向いて撮影。西側（写真の右手）が約 1.5m 低下し、低下側の水田の一部が









リン（Tsutsumi et al．，2005，Tectonophysics）・フィリピン（Tsutsumi and Perez，2011，J. Asian Earth 
Sciences）・ミャンマー（Tsutsumi and Sato，2009，BSSA）などの東〜東南アジア地域で活断層や古
地震調査を進めている。これらの地域は活断層・地震研究の後進国であり、現地の研究者との共同

















層と都市地盤・災害 − 阪神大震災から 5 年目の発信 −」が開催された。阪神淡路大震災から 5 年
目の 2000 年 1 月にはHokudan International Symposium on Active Faulting が兵庫県津名郡北淡町で開
催され、岡田と堤が組織委員や実行委員として参加した。この国際シンポジウムは、規模を縮小し
ながらも、その後も 2005 年・2010 年と 5 年おきに開催されている。2008 年には、世界初の活断層
に関する学会である日本活断層学会が設立された。初代会長に岡田が選出され、堤が 2009 年以降編
集委員長を務めている。2012 年の学術大会は京都大学で開催される予定である。 














Sueoka et al．，2011， Island Arc）。同じく地質学鉱物学教室の山路 敦教授や佐藤活志助教とは、活
断層データを用いた応力解析の共同研究を進めている。京大には多彩な分野のすぐれた研究者が結
集しており、しかも組織や学問分野の垣根が低く学際的な研究が進めやすいという長所がある。2003
年度から 5 年間推進された 21 世紀COE プログラム「活地球圏の変動解明−アジア・オセアニアか
ら世界への発信」を通じて、京大の地球惑星科学コミュニティーの風通しが良くなり、さらに 2009
年に地球惑星科学専攻が理学研究科 1 号館の北半分に結集して相互の距離が近くなったことも大き
い。 
 活断層研究は、その情報が防災と直接に結びついて有用であるために、一次データを収集するだ
けでも社会的にある程度評価してもらえるという側面がある。しかし、学問としての活断層研究を
発展させるためには、ブレークスルーにつながるような仮説を立て、それを検証できるようなデー
タを収集すること、および他分野の研究手法を積極的に取り入れていくことが重要であろう。活断
層研究の新たな展開を先導することが、京大の活断層研究の国際的なプレゼンスを高めていく鍵で
あると考えている。 
